
　都市部から過疎地域など地方の市町村に移住し、最大３年間の活動期間中に伝統技能の継承、地場産品の開発・販売・

ＰＲや地域おこし支援等の「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る『地域おこし協力隊』制度では、

現在、全国で約 5500名、県内では約 180名の地域おこし協力隊が活動しています。

　喜多方市内でも地域おこし協力隊９名が地域の事情に応じた活動を通じて地域づくりのお手伝いをしています。

　喜多方市の「風景・自然・歴史」、「水・農産物」、「ものづくり・あきない」、「まち・さと」、それらにかかわる「人」は、

他に誇るべき財産であり、地域おこし協力隊の力も得ながら持続可能で活力あるものとしていきたいと考えています。

　そのための取組のひとつとして、本市の魅力を『きたかたぐらし』として紹介し、Ｕターン・Ｉターン等の移住・定住、

関係人口の増加につなげるためのＳＮＳを始めましたので、

市民の皆様でごらんいただくのはもちろん、市外に在住して

いるご友人、ご親族等にもお知らせください。

● 地域おこし協力隊について

● 『きたかたぐらし』の発信について

地域振興課からのお知らせ

※シャトルバスの運行も中止ニッコウキスゲ花まつり中止
6 月 19日 ( 土 )～7月 11日 ( 日 ) までの期間は雄国 3林道 (雄国林道／中道地林道／大窪林道 )は通行規制を実施しています。

雄国根曲り竹細工保存会担当より

先生方の作品はもちろん私たち地域おこし協力隊の作品も並びますので是非ご覧くださいませ♪

7 月 3 日 ( 土 ) 〜 9 月 30 日 ( 木 ) 雄国の根まがり竹細工展（会場：裏磐梯高原ホテル）

みんなでつくろう小田付重伝建標識プロジェクト

「みんなでつくろう小田付重伝建標識プロジェクト」の一環で、映像家 飯田将茂氏による「水」をテーマにした映像を制作中。
７月に冬春 ver. を喜多方市公式Youtube チャンネルにて公開予定。小田付と水の関連性とは！？

小田付伝統的建造物群保存地区担当より

地域のお知らせ・イベント情報

小田付伝統的建造物群保存地区担当から
おたづき蔵通りの明治蔵２階に、ワーケーション推進拠点「醸し場」オープン準備中！ワークスペースや地域交流の場に
なることを描いています。発起人は日本ポジティブヘルス協会の秋山綾子さん。5月には『第 1回喜多方ワーケーション
キーパーソン会議』も開催されました。もっと自由で創造的な働き方を一緒に考えませんか？

高郷町担当から　
高郷町の美味しいものを、協力隊の視点でまとめた
『んめぇもん　ワンダーランドたかさと　ガイドマップ』が
完成しました。道の駅•観光案内所・宿泊施設などに配布さ
せて頂いております。
高郷町のんめぇもん♡食いに来てみてくなんしょなし

会津喜多方漆器商工協同組合担当から
「木之本漆器店」のご紹介
木之本漆器店さんは、オリジナル手造り工芸品の風鈴や
うちわ、桐の粉人形などを製作販売しているお店です。
喜多方市ではなかなかできない、ガラス風鈴などへの
絵付け体験も行っていて初心者さんにもオススメです！
〒966-0852 喜多方市字天満前 8859 ／ 0241-23-1611

文化芸術創造都市推進担当から
喜多方の文化芸術についてのフリーペーパー「Oraho
（おらほ）」を発行しました。設置場所は各公民館など、
詳しくはインスタにお知らせしています。
（https://www.instagram.com/kitakata_culture_art/)
 また、市役所 1階の展示コーナーで
自主企画展示を行っています。
２ヶ月毎に内容が変わります。
市役所にお越しの際は少しだけ
見ていってくださいね。

雄国根曲り竹細工保存会担当から
5 月 28日～5月 30日に 1年間の活動報告会【ME- 芽 -】
を喜多方市民の方を対象に開催致しました。
また、福島県広報誌『ゆめだより』6月号に私たちを特集
していただきましたので、ぜひご覧ください。
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010d/
r3yumedayori.html

協力隊からの地域情報

Instagramアカウント
【公式】きたかたぐらし推進室
　→　＠kitakatagurashi


